
刈谷生まれの雪の殿さま

土井 利
と し

位
つ ら

　今から約200年前に、刈谷で生まれた1人の殿様が空
から降る雪に興味を示し、「雪

せっ
華
か
図
ず
説
せつ
」という本を出版

しました。その本に描かれた雪の結晶が浮世絵などのデ
ザインに使われ、人々を魅了していきました。
　政治家としての手腕をみせつつ、研究者としての一面
もあった殿様、土井利位を紹介します。

　

土
井
利
位
は
寛
政
元
年
（
１
７
８
９
）、
刈

谷
藩
主
土
井
利と

し

徳な
り

の
四
男
と
し
て
生
ま
れ
ま

し
た
。
利
徳
は
「
嘯

し
ょ
う

月げ
つ

集し
ゅ
う」
と
い
う
和
歌
の

本
を
出
す
な
ど
、
歴
代
の
刈
谷
藩
主
の
中
で

も
有
数
の
文
化
人
で
す
。
当
時
は
長
男
が
跡

を
継
ぐ
時
代
で
あ
っ
た
た
め
、
利
位
は
文
化

10
年（
１
８
１
３
）に
養
子
に
出
さ
れ
ま
し
た
。

養
子
先
は
下
総
国
古
河
藩
（
現
在
の
茨
城
県

古
河
市
）
の
土
井
家
で
、
刈
谷
藩
に
と
っ
て

本
家
に
あ
た
る
家
で
す
。
こ
の
こ
と
が
、
利

位
の
人
生
を
動
か
す
転
機
と
な
り
ま
し
た
。

　

古
河
藩
土
井
家
は
８
万
石
と
刈
谷
藩
よ
り

も
石
高
は
倍
以
上
の
家
で
、
当
時
の
幕
府
の

最
高
職
で
あ
る
老
中
を
務
め
る
こ
と
の
で
き

る
家
柄
で
し
た
。
文
政
５
年
（
１
８
２
２
）
に

養
父
・
利と

し

厚あ
つ

の
死
に
よ
り
34
歳
で
家
督
を
継

ぐ
と
、
翌
年
に
は
幕
府
か
ら
奏
者
番
に
任
命

さ
れ
ま
し
た
。
文
政
８
年
に
寺
社
奉
行
、
天

保
５
年
（
１
８
３
４
）
に
は
大
坂
城
代
に
任
じ

ら
れ
、
出
世
街
道
を
歩
ん
で
い
き
ま
す
。

　

利
位
は
刈
谷
で
も
雪
を
見
た
こ
と
は
あ
っ

た
は
ず
で
す
が
、
雪
に
魅
せ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
古
河
藩
に
養
子
に
入
っ
た
後

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
利
厚
の
時
代
か
ら
長

く
家
老
を
務
め
た
鷹た

か

見み

泉せ
ん

石せ
き

が
西
洋
の
学
問

に
興
味
を
持
ち
、
多
く
の
学
者
と
交
流
し
て

い
た
こ
と
で
、
利
位
の
科
学
的
素
養
が
培
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
泉
石
の
勧
め
も
あ
り
、

雪
の
結
晶
の
観
察
を
始
め
ま
す
。
当
時
、
雪

の
結
晶
の
研
究
は
日
本
で
は
行
わ
れ
て
お
ら

ず
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
輸
入
し
た
書
物
を
見
て
、

顕
微
鏡
を
入
手
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。

冷
凍
庫
な
ど
は
な
く
、
雪
が
降
っ
た
時
し
か

研
究
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
昼
間
は
太
陽

光
で
溶
け
て
し
ま
う
た
め
、
夜
し
か
観
察
で

き
ま
せ
ん
。
利
位
は
、
夜
に
雪
が
降
り
そ
う

だ
と
聞
い
た
ら
、
服
を
着
こ
ん
で
外
へ
出
て

い
た
そ
う
で
す
。

　

天
保
４
年
（
１
８
３
３
）、
日
本
で
初
め
て

の
雪
の
研
究
書
で
あ
る
「
雪
華
図
説
」
が
刊

行
さ
れ
ま
し
た
。
殿
様
が
出
し
た
本
と
い
う

こ
と
で
一
般
へ
の
販
売
は
さ
れ
ず
、
限
ら
れ

た
人
だ
け
に
配
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

利
位
は
大
坂
へ
移
っ
た
後
も
雪
の
研
究
を

続
け
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
天
保
８
年

（
１
８
３
７
）
２
月
19
日
、
大
塩
平
八
郎
の
乱

と
い
う
大
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。
大
坂
町

奉
行
の
与
力
を
務
め
た
こ
と
も
あ
る
大
塩
平

八
郎
が
貧
民
救
済
を
訴
え
、
立
ち
上
が
っ
た

の
で
す
。
こ
の
時
大
坂
城
代
を
務
め
て
い
た

利
位
は
鷹
見
泉
石
と
共
に
、
乱
の
鎮
圧
に
全

力
を
挙
げ
ま
す
。
乱
は
わ
ず
か
１
日
で
終
わ

り
、
大
塩
親
子
ら
は
身
を
隠
し
ま
し
た
。
町

奉
行
が
大
塩
一
派
の
捜
索
を
行
い
ま
す
が
、

な
か
な
か
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
既
に
死
ん
で

い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
噂
も
流
れ
る
中
、

３
月
27
日
、
泉
石
の
元
に
通
報
が
入
り
、
泉

石
が
急
行
す
る
と
大
塩
親
子
は
自
害
し
ま
し

た
。

　

利
位
は
同
年
、
京
都
所
司
代
と
な
り
、
翌

年
に
は
江
戸
城
西
の
丸
老
中
と
な
り
ま
す
。

江
戸
に
戻
っ
た
利
位
は
、
い
よ
い
よ
幕
府
政

治
の
中
枢
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▲ 鷹見泉石像【国宝】（部分）
　（東京国立博物館蔵）

▲  黒茶碗（土井利位・真田幸貫合作）
　（真田宝物館蔵）

▲土井利位肖像画（正定寺蔵、画像提供：古河歴史博物館）

▼雪華図説（古河歴史博物館蔵）

１
本
家
の
養
子
と
な
り
、

幕
府
の
出
世
コ
ー
ス
に
乗
る

２
雪
に
魅
せ
ら
れ
て

３
大
塩
平
八
郎
の
乱
を
鎮
圧

当時の雪の観察方法
① 黒い布を外で十分に冷やしておく
② 布の上に雪を積もらせる
③  繊

せん
鑷
せつ
（ピンセット）で黒漆器に取

り出す
④ 吐息がかからないように観察する

問　歴史博物館（☎63-6100）

▲ 大塩平八郎を捕らえたと伝わる
　大塩平八郎召棒【重要文化財】
（古河歴史博物館蔵）

の
で
す
。
こ
の
時
大
坂
城
代
を
務
め
て
い
た

▲ 大塩平八郎を捕らえたと伝わる
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８
３
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８
２
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８
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２
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（
１
８
１
３
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寛
政
元
（
１
７
８
９
）

年
　
　
号

２
月　

大
塩
平
八
郎
の
乱
が
起
こ
る
。
利
位

を
中
心
に
１
日
で
鎮
圧
。
そ
の
功
績
に
よ
り

京
都
所
司
代
に
抜
擢
さ
れ
、
侍
従
に
任
官
。

４
月　

大
坂
城
代
と
な
り
、
従
四
位
下
に
昇

進
。

「
雪
華
図
説
」
を
刊
行
。

鷹
見
泉
石
を
家
老
と
し
、藩
政
改
革
を
行
う
。

５
月　
寺
社
奉
行
を
兼
ね
る
。

５
月　
奏
者
番
と
な
る
。

８
月　

養
父
・
利
厚
の
死
没
に
伴
い
家
督
を

継
ぎ
、
大
炊
頭
を
名
乗
る
。

３
月　
本
家
土
井
利
厚
の
養
子
と
な
る
。

閏
11
月　
将
軍
徳
川
家
斉
に
御
目
見
。

12
月　
従
五
位
下
主
膳
正
に
叙
任
。

５
月　

土
井
利
徳
の
四
男
と
し
て
刈
谷
で
誕

生
。

事
　
　
項

嘉
永
元
（
１
８
４
８
）

15
（
１
８
４
４
）

14
（
１
８
４
３
）

13
（
１
８
４
２
）

12
（
１
８
４
１
）

10
（
１
８
３
９
）

天
保
９
（
１
８
３
８
）

年
　
　
号

４
月　
養
子
・
利
亨
に
家
督
を
譲
り
隠
居
。

７
月　
死
去
。

６
月　
忠
邦
が
老
中
首
座
に
復
帰
。

10
月　
利
位
は
老
中
を
辞
職
。

４
月　

将
軍
徳
川
家
慶
が
日
光
社
参
の
道

中
、
古
河
城
に
宿
泊
。

９
月　

上
知
令
へ
の
反
発
な
ど
に
よ
り
忠
邦

が
老
中
を
辞
職
し
、
利
位
が
老
中
首
座
と
な

る
。

７
月　

真
田
幸
貫
と
と
も
に
海
防
掛
に
任
命

さ
れ
る
。
異
国
船
打
払
令
を
廃
し
、
薪
水
給

与
令
を
定
め
る
。

１
月　
大
御
所
徳
川
家
斉
死
去
。

５
月　

老
中
首
座
水
野
忠
邦
が
天
保
の
改
革

を
進
め
、
利
位
も
参
与
す
る
。

12
月　
本
丸
老
中
に
任
命
さ
れ
る
。

４
月　
西
丸
老
中
に
任
命
さ
れ
る
。

事
　
　
項

当時描かれた
雪の結晶

　天保8年（1837）に出版さ
れた「北越雪譜」には、「雪華
図説」の内容が引用されてい
ます。35種類の雪の結晶が掲
載されており、人々の間に雪
の結晶が知られることとなり
ました。

出典： ColBase（https://
colbase.nich.go.jp/）
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